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Ｐ２　　特集　　香美町海の祭典 第 41 回香住ふるさとまつりＰ２　　特集　　香美町海の祭典 第 41 回香住ふるさとまつり

Ｐ５　　おしらせ　　下水道への早期接続をお願いします　ほかＰ５　　おしらせ　　下水道への早期接続をお願いします　ほか

Ｐ７　　連載　けんこう広場　ほかＰ７　　連載　けんこう広場　ほか

Ｐ１４　フォトニュースＰ１４　フォトニュース

Ｐ１６　香美町おさかな通信Ｐ１６　香美町おさかな通信

表紙　　先月に本格デビューをした「なしおとめ」をおいしそうに頬張る子ども表紙　　先月に本格デビューをした「なしおとめ」をおいしそうに頬張る子ども

今月の主な内容今月の主な内容
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７
月
21
日
（
土
）、
香
住
浜
、
し
お
か
ぜ
香
苑
一
帯
で
香
美
町
海
の

祭
典
「
第
41
回
香
住
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、「
う
み
の
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
た
ら
い
こ

ぎ
大
会
や
こ
ど
も
大
会
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
Ｂ

＆
Ｇ
財
団
主
催
に
よ
る
「
砂す

な

あ

そ

び

ー

ち

A
S
O
B
each in 

香
美
」
が
初
め
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
」
で
は
、
高
砂
高
校
ジ
ャ

ズ
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、H

ip-H
op

ダ
ン
ス
な
ど
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

夜
に
は
、
恒
例
の
海
上
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
、
約
２
５
０
０
発
の

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

①約 2500 発の花火が打ち上げられた海上花火大会 ②③ヨー
ヨーすくいや長靴跳ばしなどを楽しむ子どもたち ④氷柱に涼
を求める子どもたち ⑤⑥声援を受けオールを漕ぐ子どもたら
いこぎ大会 ⑦⑧砂 ASOBeach では水辺のカルタ遊びや大声選手
権が行われた ⑨「ヲタクに恋は難しい」と香美町がコラボし
た限定うちわを配布 ⑩大人も必死にオールを漕ぐたらいこぎ
大会 ⑪高砂高校ジャズバンド部による演奏 ⑫⑬フラダンスや
Hip-Hop ダンスなどが披露されたステージイベント

②②③③

⑤⑤⑥⑥

⑦⑦⑧⑧

⑨⑨⑩⑩⑪⑪

⑫⑫⑬⑬

④④
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第
２
次
香
美
町
総
合
計
画
に
お
い
て
、
低

炭
素
社
会
へ
の
対
応
を
掲
げ
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
啓
発
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
を
定
め
て
い

ま
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
木

質
チ
ッ
プ
の
安
定
的
供
給
体
制
の
確
保
を
図

る
と
と
も
に
、
林
地
残
材
の
収
集
に
よ
る
森

林
整
備
と
地
域
活
性
化
を
融
合
し
た
木
の
駅

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
な
お
、

町
内
一
般
家
庭
な
ど
へ
の
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
ス
ト
ー

ブ
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
内
の
豊
富
な
森
林
を
資
源
と

し
て
活
用
促
進
を
図
る
と
と
も
に
地
球
温
暖

化
の
防
止
お
よ
び
森
林
資
源
の
活
用
促
進

に
よ
る
森
林
環
境
の
保

全
を
行
う
た
め
、
薪
ス

ト
ー
ブ
を
設
置
す
る
人

な
ど
に
対
し
て
補
助
を

し
ま
す
。

対
象
器
具

① 

木
も
し
く
は
粉
砕
し
た
木
く
ず
を
固
め
た

も
の
を
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
暖
房
器
具

② 

粉
砕
し
た
木
く
ず
を
圧
縮
成
型
し
た
円
柱

状
の
固
形
燃
料
（
ペ
レ
ッ
ト
）
を
①
と
併

用
で
き
る
暖
房
器
具

補
助
対
象
者

① 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た
は
事
業
所

を
有
す
る
法
人
も
し
く
は
団
体

② 

新
た
に
薪
ス
ト
ー
ブ
を
購
入
し
、
町
内
に

存
す
る
建
物
内
に
設
置
す
る
人

③
町
の
徴
収
金
に
滞
納
が
な
い
こ
と

補
助
対
象
経
費
と
補
助
金
の
額

　

薪
ス
ト
ー
ブ
本
体
の
購
入
お
よ
び
設
置
に

係
る
経
費
の
２
分
の
１
以
内
の
額
（
上
限
５

万
円
）

※ 

本
事
業
は
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
。

　

区
・
自
治
会
が
実
施
す
る
防
犯
灯
お
よ
び

集
会
所
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
に
対
す
る
補

助
制
度
を
実
施

し
、
環
境
に
配

慮
し
た
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
を

推
進
し
ま
す
。

重点施策【新分野への取組】重点施策【新分野への取組】

省エネルギーの啓発省エネルギーの啓発
再生可能エネルギーの活用再生可能エネルギーの活用
新エネルギーへの対応新エネルギーへの対応

●問い合わせ先　役場農林水産課・防災安全課、企画課●問い合わせ先　役場農林水産課・防災安全課、企画課

バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進
事
業

バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進
事
業

薪
ス
ト
ー
ブ
設
置
等
補
助
金
交

薪
ス
ト
ー
ブ
設
置
等
補
助
金
交

付
事
業

付
事
業

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
に
対
す
る
補
助
制
度

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
に
対
す
る
補
助
制
度
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
上
下
水
道
課

私
た
ち
の
宝
〝
海
や
川
〞
を
汚
さ
な
い
よ
う
…

下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
上
下
水
道
課

雨
水
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

雨
水
貯
留
・
浸
透
施
設
設
置
助
成
制
度

雨
水
貯
留
・
浸
透
施
設
設
置
助
成
制
度

　

町
内
で
は
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
下
水
道
の

整
備
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
供
用
が
始
ま
っ

た
地
域
の
皆
さ
ん
は
早
期
に
下
水
道
へ
接
続

し
て
く
だ
さ
い
（
下
水
道
接
続
率
は
左
表
の

と
お
り
）。

　

な
お
、
工
場
の
汚
水
を
下
水
道
へ
流
す
際

に
は
事
前
の
届
出
や
、
工
場
排
水
の
水
質
改

善
の
た
め
に
新
た
に
排
水
設
備
の
設
置
が
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

下
水
道
に
加
入
す
る
と
き

　

宅
地
内
に
排
水
管
や
汚
水
ま
す
を
設
置
す

る
工
事
や
、
ト
イ
レ
・
台
所
・
風
呂
・
洗
面

所
な
ど
の
排
水
器
具
の
接
続
工
事
を
排
水
設

備
工
事
と
い
い
ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
は
、
町
の
指
定
工
事
店
で

な
い
と
施
工
で
き
ま
せ
ん
。
直
接
指
定
工
事

店
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 接続率は、各処理区の人口に対する下水道接続人口の割合
※ カッコ内は当該処理区内で供用開始した最も早い区域の年月

各処理区別下水道接続率（今年 7月末現在）

地域・処理区 接続率 供用開始年月

町全域 79.3％

香住区 74.3％

香住 64.3％ H18.5（一部 H16.3）

奥佐津 88.9％ H14.8（一部 H13.4）

相谷 91.8％ H13.4

安木 92.7％ H11.1

佐津 95.4％ H9.3

柴山 77.8％ H15.3（一部 H13.4）

長井北 94.9％ H9.3

長井南 94.3％ H10.3

余部 93.4％ H11.4

鎧 96.4％ H12.4

御崎 87.7％ H13.4

村岡区 89.8％

村岡 92.3％ H12.12（一部 H9.3）

兎塚 83.1％ H16.12（一部 H14.3）

射添 89.1％ H17.12（一部 H10.11）

大笹 98.2％ H16.12（一部 H2.1）

山田 87.5％ H15.8（一部 H14.10）

境 80.0％ H16.3

作山 88.9％ H17.1

小代区 81.6％

小代北 80.7％ H15.3（一部 H14.3）

小代南 84.9％ H14.6（一部 H14.4）

神場 40.6％ H14.4

　

下
水
道
の
集
合
処
理
区
域
の
宅
地
を
対
象

に
、
地
下
水
の
か
ん
養
や
水
資
源
の
有
効
活

用
を
目
的
と
し
た
施
設
の
設
置
に
対
し
て
、

次
の
よ
う
な
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

雨
水
貯
留
施
設
（
浄
化
槽
の
転
用
）

　

下
水
道
接
続
で
不
要
に
な
っ
た
浄
化
槽
を

転
用
し
、
庭
の
花
や
家
庭
菜
園
へ
の
水
や
り

な
ど
に
利
用
で
き
る
よ
う
雨
水
を
貯
め
る
貯

留
槽
に
改
造
す
る
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

・ 

助
成
額
… 

改
造
工
事
費
の
３
分
の
２
（
上

限
10
万
円
）

雨
水
貯
留
施
設
（
雨
水
タ
ン
ク
）

　

屋
根
に
降
っ
た
雨
水
を
タ
ン
ク
（
助
成
対

象
は
容
量
２
０
０
ℓ
以
上
）
に
た
め
て
、
庭

の
花
や
家
庭
菜
園
の
水
や
り
な
ど
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

・ 

助
成
額
… 

購
入
費
お
よ
び
設
置
工
事
費
の

３
分
の
２
（
上
限
５
万
円
）

雨
水
浸
透
施
設

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
し
た
敷
地
で
も
、
屋

根
や
敷
地
内
に
降
っ
た
雨
水
を
地
下
に
浸
透

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・ 

助
成
額
… 

購
入
費
お
よ
び
設
置
工
事
費
の

３
分
の
２
（
上
限
５
万
円
）

１
ヵ
月
に
１
回
程
度
を
目
安
に　

「
ク
リ
ー
ン
ま
す
」
の
掃
除

　

下
水
道
に
接
続
済
み
の
皆
さ
ん
で
、
自

宅
の
屋
外
排
水
路
に
ク
リ
ー
ン
ま
す
を
設

置
し
て
い
る
場
合
、
こ
ま
め
に
掃
除
し
ま

し
ょ
う
（
１
ヵ
月
に
１
回
程
度
を
目
安
）。

　

ク
リ
ー
ン
ま
す
の
掃
除
を

怠
る
と
、
宅
内
の
排
水
口
か

ら
悪
臭
が
し
た
り
、
油
脂
分

な
ど
の
固
着
に
よ
っ
て
排
水

が
逆
流
し
、
宅
内
の
排
水
口

か
ら
あ
ふ
れ
出
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
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①
高
齢
者
の
た
め
の

①
高
齢
者
の
た
め
の

②
高
齢
者
の
た
め
の

②
高
齢
者
の
た
め
の

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　

肺
炎
球
菌
予
防
接
種

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

高
齢
者
の
た
め
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
・
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

担
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
助
成
対
象
者
で
未
接
種
の
人
は

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

助
成
対
象
者

　

町
内
に
住
所
の
あ
る
予
防
接
種
希
望
者
で

次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

① 

本
年
度
中
に
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・
80

歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・
１
０
０
歳

に
な
る
人

　

② 

接
種
時
の
満
年
齢
が
60
歳
以
上
65
歳
未

満
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
機
能
に
障

害
の
あ
る
人
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
の
あ

る
人

　

※ 

①
②
の
い
ず
れ
も
、
こ
れ
ま
で
に
接
種

を
受
け
た
人
は
対
象
外
で
す
。

自
己
負
担
額

　

４
３
０
０
円

　

※ 

生
活
保
護
世
帯
の
助
成
対
象
者
は
無
料

そ
の
他

　

肺
炎
球
菌
の
感
染
に
不
安
が
あ
る
人
は
、

早
め
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。
た
だ
し
、

定
期
接
種
対
象
者
で
な
い
人
は
接
種
費
用
の

全
額
が
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は
、
定
期

接
種
と
し
て
接
種
費
用
の
一
部
を
公
費
で
負

※ 

接
種
協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
を
希
望

す
る
人
は
、
事
前
の
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
医
療
機
関
に
接
種
の
予
約
を
行

う
前
に
、
必
ず
役
場
健
康
課
ま
た
は
各
地

域
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

 　

手
続
き
を
行
わ
ず
に
接
種
し
た
場
合
、

全
額
自
己
負
担
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
毎
年
12
月

ご
ろ
か
ら
翌
年
３
月
ご
ろ
に
か
け
て
流
行
し

ま
す
。
予
防
接
種
の
効
果
が
出
る
ま
で
に
２

週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
流
行
前
（
12

月
中
旬
ま
で
）
の
早
め
の
接
種
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　

本
年
度
も
10
月
１
日
か
ら
65
歳
以
上
の
高

齢
者
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
費
用
の
一
部
を
公
費
で
負
担
し
ま
す
。

助
成
対
象
者

　

町
内
に
住
所
の
あ
る
予
防
接
種
希
望
者
で
、

次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

①
接
種
時
に
65
歳
以
上
の
人

　

② 

接
種
時
の
満
年
齢
が
60
歳
以
上
65
歳
未

満
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
機
能
に
障

害
の
あ
る
人
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
の
あ

る
人

助
成
対
象
と
な
る
接
種
期
間

　

10
月
１
日（
月
）〜
平
成
31
年
１
月
31
日（
木
）

　

※ 

医
療
機
関
に
よ
っ
て
接
種
期
間
が
異
な

る
の
で
、
接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
額

　

２
５
０
０
円

　

※ 

助
成
回
数
は
一
人
１
回
（
２
回
目
接
種

は
全
額
自
己
負
担
）

　

※  

生
活
保
護
世
帯
の
助
成
対
象
者
は
無
料

接
種
時
に
必
要
な
も
の

・
住
所
や
年
齢
が
確
認
で
き
る
書
類

　

（
医
療
保
険
証
な
ど
）

・
自
己
負
担
額

　

※ 

生
活
保
護
世
帯
の
助
成
対
象
者
は
接
種

時
に
医
療
機
関
窓
口
で
接
種
券
（
役
場

か
ら
送
付
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
方
法
な
ど

　

町
内
の
接
種
協
力
医
療
機
関
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。
希
望
す
る
医
療
機
関
に
各
自
で

直
接
予
約
し
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※ 

町
外
の
接
種
協
力
医
療
機
関
（
豊
岡
市
と

新
温
泉
町
の
医
療
機
関
の
一
部
）
で
も
手

続
き
を
す
る
こ
と
な
く
、
接
種
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
医
療
機
関
名
な
ど
は

役
場
健
康
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 　

な
お
、
医
療
機
関
に
接
種
の
予
約
を
行

う
際
に
「
香
美
町
民
」
で
あ
る
こ
と
を
必

ず
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

医療機関名 電話番号

山本クリニック 39・1525

公立香住病院 36・1166

佐津診療所 38・0459

村瀬医院 94・0003

公立村岡病院 94・0111

兎塚診療所 96・0012

川会診療所 95・0024

小代診療所 97・2023

▼町内の接種協力医療機関

（市外局番はすべて 0796）
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けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

ま
す
ま
す
充
実
！
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

ま
す
ま
す
充
実
！
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

〜
は
じ
め
ま
す　

助
産
師
の
訪
問
に
よ
る
産
後
ケ
ア
事
業
〜

〜
は
じ
め
ま
す　

助
産
師
の
訪
問
に
よ
る
産
後
ケ
ア
事
業
〜

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

　

町
で
は
、
産
後
の
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん

を
支
援
す
る
た
め
、
お
母
さ
ん
の
心
と
体
の

ケ
ア
や
授
乳
指
導
、
育
児
相
談
な
ど
を
病
院

で
受
け
ら
れ
る
産
後
ケ
ア
事
業
（
宿
泊
型
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
８
月
か
ら
、
助
産
師
の
訪
問
に
よ
る
産

後
ケ
ア
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

出
産
後
は
急
激
な
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の

変
化
や
昼
夜
を
問
わ
ず
慣
れ
な
い
育
児
で
睡

眠
が
十
分
に
と
れ
ず
、
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
腎
臓
な
ど
循
環
機
能
が

戻
る
の
が
産
後
３
ヵ
月
頃
、
開
い
た
骨
盤
が

戻
る
の
が
産
後
６
ヵ
月
頃
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
自
分
の
健
康
の
た
め
に
も
、
母
乳
を
出

す
た
め
に
も
、
十
分
な
休
息
と
栄
養
が
必
要

で
す
。
昼
寝
を
ど
ん
ど
ん
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
何
事
に
お
い
て
も
完
璧
を
求
め
な

い
こ
と
、
そ
し
て
、
家
族
や
友
人
に
助
け
を

求
め
る
こ
と
も
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
周
囲

の
人
は
、
お
母
さ
ん
の
話
に
し
っ
か
り
耳
を

傾
け
ま
し
ょ
う
。

　

宿
泊
型
は
、
出
産
後
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

病
院
な
ど
で
過
ご
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ケ

ア
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
近
隣
で
は
、

公
立
豊
岡
病
院
や
公
立
八
鹿
病
院
で
利
用
で

き
ま
す
。
病
院
を
利
用
す
る
た
め
、
１
日
の

利
用
料
金
は
４
０
０
０
円
か
か
り
ま
す
が
、

ゆ
っ
く
り
休
養
を
と
り
な
が
ら
お
母
さ
ん
と

赤
ち
ゃ
ん
の
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
訪
問
型
は
、
自
宅
な
ど
で
ケ
ア
や
指
導

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
気
軽
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
内
容

に
よ
っ
て
、
宿
泊
型
か
訪
問
型
を
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
泣
く
と
「
母
乳
が
足
り
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
の
？
ミ
ル
ク
を
足
し
た
ら
」
と

周
り
か
ら
言
わ
れ
て
つ
ら
い
と
お
母
さ
ん
。

母
乳
を
飲
ん
だ
後
す
ぐ
に
泣
い
て
も
母
乳
不

足
と
は
限
り
ま
せ
ん
。満
腹
で
苦
し
い
、抱
っ

こ
し
て
ほ
し
い
な
ど
、
赤
ち
ゃ
ん
は
い
ろ
ん

な
理
由
で
泣
き
ま
す
。
よ
く
泣
く
、
あ
ま
り

泣
か
な
い
も
個
性
の
う
ち
。
ち
ょ
っ
と
大
変

だ
け
ど
、
家
族
が
交
代
で
抱
っ
こ
を
楽
し
む
、

そ
ん
な
気
持
ち
で
関
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
を
お
母
さ
ん
だ
け
に
押
し
付
け
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

少
し
肩
の
力
を
抜
い
て
、「
ゆ
っ
く
り
、

ゆ
っ
た
り
」
が
育
児
の
コ
ツ
と
の
話
も
あ
り

ま
す
。
家
族
が
一
緒
に
い
て
「
楽
し
い
」
と

思
え
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

「
お
っ
ぱ
い
の
出
が
悪
い
」「
う
ま
く
吸
っ

て
く
れ
な
い
」
な
ど
、
母
乳
育
児
に
関
す
る

相
談
や
、「
赤
ち
ゃ
ん
が
上
手
に
抱
け
な
い
」

「
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
は
増
え
て
い
る
の
？
」

な
ど
、
退
院
後
の
お
母
さ
ん
の
心
配
事
に
、

在
宅
助
産
師
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
相
談
に

応
じ
ま
す
。

利
用
で
き
る
人

　

本
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
町
内
で
生
活

し
て
い
る
お
母
さ
ん
と
生
後
３
ヵ
月
未
満
の

赤
ち
ゃ
ん

ケ
ア
の
内
容

・
乳
房
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
授
乳
指
導

・
沐
浴
の
実
施
や
ア
ド
バ
イ
ス

・ 

お
母
さ
ん
の
身
体
や
心
、
生
活
に
つ
い
て

の
相
談
な
ど

・
赤
ち
ゃ
ん
の
発
達
や
発
育
相
談
な
ど

利
用
回
数

　

３
回
ま
で

利
用
料
金

　

１
０
０
０
円
／
回

　

た
だ
し
、
町
民
税
非
課
税
世
帯
・
生
活
保

護
世
帯
は
無
料

利
用
方
法

　

役
場
健
康
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

電
話
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
利
用
日
な

ど
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
受
付
後
に
調
整

し
ま
す
。

助
産
師
の
訪
問
に
よ
る
産
後

助
産
師
の
訪
問
に
よ
る
産
後

産
後
の
お
母
さ
ん
の
心
と
体
を
理
解

産
後
の
お
母
さ
ん
の
心
と
体
を
理
解

ケ
ア
事
業
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

ケ
ア
事
業
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

し
て
、
子
育
て
を
応
援
し
ま
し
ょ
う

し
て
、
子
育
て
を
応
援
し
ま
し
ょ
う

宿
泊
型
と
は
ど
う
違
う
の
？

宿
泊
型
と
は
ど
う
違
う
の
？

赤
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
を

赤
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
を

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
の
つ
ぶ
や
き
か
ら

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
の
つ
ぶ
や
き
か
ら

「
楽
し
む
」
こ
と
を
大
切
に

「
楽
し
む
」
こ
と
を
大
切
に
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●問い合わせ先　町教育委員会こども教育課

就学前教育　～幼児期での学びの芽生え～就学前教育　～幼児期での学びの芽生え～

　子どもたちは絵本の読み聞かせやおもちゃで遊ぶ、

いろいろな材料で工作することに熱中します。それ

らの活動は友だちと関わることにより、さらに豊か

さを増します。教員や保育士は読み聞かせや遊びの

環境を工夫することで子どもたちの遊ぶ楽しさ、学

ぶ喜びをさらに高めようとしています。

　また、「ほめる」こと、「認める」ことを基本にして、

一人一人の子どもたちの姿をしっかりと捉え、その

成長を保護者と共有し、子育ての支援を行っていま

す。「あいさつ」「へんじ」「あとしまつ」「きまりを

まもる」などの基本的な生活習慣の定着にも保護者

の理解のもと取り組んでいます。

　「就学前わくわく交流会」で他園所との交流を図

り、少人数保育と多人数保育それぞれの良さを生か

した取組も行っています。

　その他、幼児期の健康増進のため、香住 B＆ G

海洋センターなどと連携し、運動遊びにつながる元

気体操教室を実施するなど、子どもたちの健やかな

体づくりの取組を進めています。

　地域の幼稚園、保育所・園、認定こども園で育った子どもたちは地域の宝です。地域の自然、文化、伝

統を日常の保育にしっかりと生かし、子どもたちを安全に健やかに育む環境を保護者、地域の皆さんと協

働してつくり上げていきます。

　幼児期の子どもたちにとって大切なことは、「遊びに熱中」することです。この「遊びに熱中」する活力は「学

びの芽生え」につながり、小学校での学習の基礎、生涯にわたる人格形成の基礎を培っていきます。本町の幼

稚園、保育所、認定こども園では、子ども一人一人の育ちをしっかりと見守り、「学びの芽生え」の確立に向け、

それぞれの地域、園所の特色を生かしながら、魅力ある教育、保育を行っています。

一人一人を大切にした保育・教育を通して、知・徳・体の育ちの基礎を養う

他園所、関係機関、地域との連携

▲地域ボランティアによる読み聞かせの様子

▲就学前わくわく交流会の様子
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
香
美
町
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
齋
藤
瑞み

つ

き貴
で
す
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
「
移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
し
て
就
任
し
、
都
市
部
の
人
が
本
町
へ
継

続
的
な
関
わ
り
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
香

住
区
に
あ
る
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
スg

グ

ラ

ス

lass

を

拠
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
出
身
は
埼
玉
県
で
す
が
、
こ
の
町
を

初
め
て
訪
れ
た
の
は
、
昨
年
９
月
に
開
催
さ

れ
た
、
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
と
き

で
し
た
。
そ
の
と
き
に
、「
山
あ
り
、
海
あ
り
、

歴
史
あ
り
」
の
環
境
に
魅
了
さ
れ
、
も
っ
と

こ
の
町
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
興
味
を
抱
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌
月
の
秋
祭
り
の
時
期

に
再
度
訪
れ
、
３
日
間
滞
在
し
、
香
住
三
番

叟
な
ど
を
見
て
、
も
っ
と
好
き
な
場
所
に
な

り
ま
し
た
。

　

先
日
、
私
の
都
市
部
の
仲
間
で
あ
る

「a

ア

ソ

ビ

sobi

基
地
」
と
い
う
団
体
の
メ
ン
バ
ー

と
今
子
浦
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
仲
間
か
ら「
帰
る
場
所
が
で
き
た
」

と
言
っ
て
も
ら
い
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
後
も
町
外
の
人
と
地
域
の
人
が
一
緒
に

楽
し
み
な
が
ら
、つ
な
ぐ
こ
と
の
で
き
る「
香

美
町
×
●
●
」
と
い
っ
た
、
町
の
魅
力
を
発

信
す
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

近
日
で
は
、
都
市
と
地
方
を
つ
な
ぐ
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー「
ラ
ン
タ
ン
づ
く
り
と
海
ヨ
ガ
」

を
９
月
16
日
、
17
日
に
行
い
ま
す
。
都
市
部

の
参
加
者
と
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
計

画
し
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

今
後
、
１
人
で
も
多
く
の
人
と
直
接
お
会

い
し
て
、
お
話
が
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

▲「asobi 基地」のメンバーと今子浦を拠点にイベントを開催しました。

▲ひょうご防災ネット
　QRコード

香美町香美町
　地域おこし協力隊　地域おこし協力隊
　　　　　　　日記　　　　　　　日記

第18話第 18話

　9月は 1年で最も台風の発生・接近・上陸が多く

なる時期となります。台風による災害は、主に暴風

・大雨・高潮・高波によるものです。

　気象庁では、台風が接近し、災害のおそれがある

場合には警報や気象情報を発表し、警戒を呼びかけ

ます。さらに重大な災害が起こる可能性が非常に高

まった場合には特別警報を発表します。テレビやラ

ジオ、気象庁のホームページなどで最新の気象情報

をチェックして台風の接近に備えてください。

　台風による災害から身を守るために、次のことに

注意しましょう。

台風が接近する前

・ 避難場所や避難場所までの経路、危険な場所を家

族で確認しておく。

・ 屋外の植木など飛散しそうなものは、屋内に片付

けておく。

・ 大雨による浸水や土砂災害の危険があるので、低

い土地や斜面のそばに住んでいる人は早めの避難

をする。

・ 高潮による浸水や高波が岸壁を越えてくるなどの

危険があるので、海岸付近にいる人は早めの避難

をする。

台風が接近して影響を受け始めたとき

・なるべく外出は避ける。

・ 町からの避難指示や避難勧告などのお知らせに注

意する。自ら危険を感じたら屋内の安全な場所に

移動または避難する。

・ アンテナなどの補修のために屋根に上ることは絶

対にしない。

・ 増水した川や高波が打ち寄せる海岸や防波堤には

絶対に近づかない。また、台風が温帯低気圧に変

わっても、すべての防災気象情報が解除されるま

では、川の増水や土砂災害の危険があるので、川

や崖には近づかない。

「ひょうご防災ネット」に登録しましょう

　ひょうご防災ネット（http://bosai.net/）は携帯電

話のメール機能などを利用して緊急情報や避難情報

などを発信しています。

　緊急情報などの配信を希望する人は

QRコードでアクセスし、登録してく

ださい。

台風による災害から身を守りましょう！台風による災害から身を守りましょう！

●問い合わせ先　役場防災安全課
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９
月
21
日
は
世
界
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
デ
ー

●問い合
わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

　

認
知
症
本
人
や
家
族
へ
の
施
策
が
充

実
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
世
界
中
で

啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
相
談
し
ま
し
ょ
う
！

　

も
の
忘
れ
が
増
え
た
な
と
感
じ
た
り
、

不
安
を
抱
え
た
り
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
に
し
な
い
で
医
療
機
関
や
い

き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

▼
も
の
忘
れ
相
談
日
（
要
予
約
）

　

毎
月
第
１
火
曜
日
に
認
知
症
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▼
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　

認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
や
、
認
知
症

の
人
の
家
庭
を
専
門
員
が
訪
問
し
て
、

必
要
な
支
援
を
検
討
し
た
う
え
で
各
関

係
機
関
と
連
携
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

居
場
所
や
仲
間
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
！

　

安
全
を
優
先
し
、
家
に
閉
じ
こ
も
る

の
で
は
な
く
、
安
心
で
き
る
居
場
所
を

見
つ
け
、
仲
間
た
ち
と
積
極
的
に
交
流

し
ま
し
ょ
う
。

▼
認
知
症
カ
フ
ェ
「
え
ん
が
わ
」

　

認
知
症
の
人
や
家
族
が
気
兼
ね
な
く

訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
カ
フ
ェ
で
す
。

介
護
者
同
士
で
情
報
交
換
も
で
き
、
地

域
の
人
の
参
加
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
香
美
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
０

７
９
６
・
39
・
２
０
５
０
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
香
美

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
せ

る
よ
う
、
認
知
症
の
進
行
に
あ
わ
せ
た

支
援
や
生
活
の
工
夫
・
対
応
方
法
が
わ

か
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

い
き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー
や
各
地
域
局

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

実
り
の
秋
を
迎
え
、
梨
や
柿
な
ど
の
果

物
類
が
お
い
し
い
季
節
と
な
り
ま
す
。
人

間
が
お
い
し
い
と
感
じ
る
果
物
は
、「
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
」
に
と
っ
て
も
好
物
で
す
。

　

兵
庫
県
森
林
動
物
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
と
、
県
内
の
推
定
生
息
数
は
平
成
29
年

度
当
初
で
９
１
８
頭
と
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
住
民
の
精
神
被
害
、

人
身
被
害
、
農
林
業
被
害
の
防
止
を
目
的

と
し
て
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
の
実
施
や
、
限

定
的
に
狩
猟
の
解
禁
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
本
来
非
常
に
臆
病
な

動
物
で
、
視
力
が
弱
く
に
お
い
や
音
で
敵

の
存
在
を
知
り
ま
す
。
し
か
し
、
い
ざ
と

な
る
と
鋭
い
爪
と
牙
で
攻
撃
し
て
く
る
た

め
、
人
身
被
害
に
合
わ
な
い
よ
う
生
態
や

対
策
に
つ
い
て
理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
五
感
と
行
動
】

嗅
覚
… 

犬
並
み
に
鋭
い
、
相
手
を
探
る
際

は
鼻
を
動
か
す

視
覚
… 

目
は
悪
く
接
近
し
な
い
と
気
が
つ

か
な
い

聴
覚
… 
高
い
音
に
敏
感

味
覚
… 

甘
い
物
、
腐
臭
、
オ
イ
ル
、
ペ
ン

キ
、
木
酢
液
が
大
好
物

触
覚
… 

触
覚
は
鈍
感
、
有
刺
鉄
線
程
度
は

強
く
て
弱
い
「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
」

強
く
て
弱
い
「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
」

何
と
も
思
わ
な
い

走
力
…
時
速
約
60
㎞
で
走
る

行
動
… 

午
前
４
時
〜
７
時
、
午
後
５
時
〜

10
時
が
活
動
の
ピ
ー
ク

【
ク
マ
の
出
没
回
避
と
出
没
時
対
応
】

①
出
会
わ
な
い

　

・
自
分
の
存
在
を
ク
マ
に
知
ら
せ
る

　

・
物
音
を
立
て
な
が
ら
行
動
す
る

　

・ 

ク
マ
の
餌
場
に
近
づ
か
な
い
（
春
の

山
菜
、
秋
の
ド
ン
グ
リ
な
ど
）

　

・
足
跡
や
糞
な
ど
痕
跡
に
注
意

②
引
き
寄
せ
な
い

　

・ 

生
ご
み
の
廃
棄
、
収
穫
し
な
い
柿
の

実
や
栗
の
実
な
ど
の
放
置

　

・
畑
の
防
除
は
電
気
柵
が
効
果
的

③
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら
？

　

・
と
に
か
く
「
落
ち
着
く
こ
と
」
が
大
切

▼ 

距
離
が
離
れ
て
い
る
場
合
…
気
づ
か
れ

な
い
よ
う
に
静
か
に
そ
の
場
か
ら
離
れ

ま
し
ょ
う
。

▼ 

突
発
的
に
遭
遇
し
た
場
合
…
ク
マ
と
の

間
に
木
や
岩
な
ど
障
害
物
が
あ
る
よ
う

な
位
置
関
係
に
静
か
に
移
動
。
大
声
を

出
し
た
り
走
っ
た
り
す
る
の
は
、
ク
マ

を
興
奮
さ
せ
ま
す
。

▼ 

攻
撃
を
さ
れ
た
場
合
…
そ
の

場
に
倒
れ
こ
ん
で
防
衛
姿
勢

を
と
る
。
両
足
を
抱
え
込
む

よ
う
に
体
を
丸
め
、
首
を
胸

の
方
に
曲
げ
て
腹
部
を
守
る
。

両
手
は
首
の
後
ろ
に
強
く
組

ん
で
急
所
の
首
を
守
る
。
攻

撃
が
収
ま
る
ま
で
動
か
な
い
。

死
ん
だ
ふ
り
は
絶
対
に
し
な
い
。
積
極

的
な
抵
抗
は
ク
マ
を
興
奮
さ
せ
、
さ
ら

に
激
し
い
攻
撃
で
、
重
大
な
傷
を
負
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
ド
ン
グ
リ
類
の
実
り
が
悪

く
、
ク
マ
の
出
没
が
多
発
す
る
可
能
性
が

非
常
に
高
い
た
め
、
特
に
警
戒
が
必
要
で

す
。
十
分
に
ご
注
意
下
さ
い
。

問い合わせ先　役場農林水産課

▲ オレンジロード
　香美（町ＨＰ）
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

【事例１】

　ウェブサイトの手術前後の写真を見て「私も

痩せたい」と思い契約したが、まったく効果が

ない。

【事例２】

　ウェブサイトでは「包茎手術は 7万円から」

だったのに、高額な手術を勧められた。

【事例３】

　「脂肪溶解注射を1ヵ月打ち放題」というウェ

ブサイト広告は信用してもいいのか。

【ひとことアドバイス】
◆ 改正医療法が今年 6月 1 日に施行され、美
容医療サービスを含めて医療機関のウェブサ
イト、メルマガなどの広告が厳しく規制され
ることになりました。
　 この改正により、過剰な宣伝文句をうたった
広告に対しては行政指導や罰金などが科せら
れます。
◆ 治療などの内容や効果の体験談、誤解を招く
恐れのあるビフォーアフター写真などは、同
法の施行規則において「医療に関する広告」
としては認められません。
　 これにより、リスクや副作用などの詳細説明
がある場合にだけ、体験談や手術前後の写真
を掲載することができます。
◆ 「○○し放題」「○％の満足度」「ただいま
キャンペーン中」などのうたい文句は違法で
す。安易に契約しないよう心掛けましょう。

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

　賢い消費者になりましょう！

活活費費 相相談談

美容医療の広告規制
～医療法改正で詳細説明なしのビフォーアフター写真はアウトに～～医療法改正で詳細説明なしのビフォーアフター写真はアウトに～

　安全でスムーズな収集を行うため、町ではごみを

出すときに、分別区分を守るなどルールが何点かあ

ります。皆さんのご協力をお願いします。

・ ごみ袋は片手で持てる程度の重さで、しっかりと

袋を結べる量を入れてください。袋をしばらずに

ガムテープなどで口を止めても収集しません。

・ 古紙類を出すと

きは、ダンボー

ル・新聞・雑誌

・その他雑紙と、

品目ごとに場所

を分けてごみス

テーションに

置いてください。特に香住区ではダンボール・新

聞・雑誌をそれぞれ別の収集車で回収しています。

分けずに置いてしまうと、取り残しの原因になり

ます。

・ ごみを出すときは当日の朝 8時までに出してくだ

さい。道路状況や天候により、収集ルートが変わ

る場合があります。昼以降に収集することが多い

地区でも、午前中に収集する場合があります。

・ 不適正として残したごみは、出した人が分別しな

おして出してください。シールに不適正の理由を

記載して貼っています。シールが貼られた袋は適

正に分別後、シールに×印をすれば、再度使用す

ることができます。

・ 燃やすごみを出すときはしっかりと水切りを行っ

てください。水切りをすることで、重量が軽くな

り、ごみの

減量化にな

ります。

●
問

い
合
わせ先　役場

町
民

課

環
境
衛

生
からのお知
ら
せｅｃｏ

▲シールに×印をすれば、再度使用できます。▲古紙類は品目ごとに分けてください。

ごみを出すときのお願いごみを出すときのお願い
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■
編
集
後
記
■

　

「
実
り
の
秋
」「
食
欲
の

秋
」
を
迎
え
、
港
で
は
底

引
き
網
漁
と
紅
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
漁
が
、
田
で
は
稲
刈
り

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
月
の
表
紙
は
、
先
月

に
本
格
デ
ビ
ュ
ー
を
し
た

「
な
し
お
と
め
」
を
お
い

し
そ
う
に
頬
張
る
子
ど
も

で
す
。

　

「
な
し
お
と
め
」
は
、

兵
庫
県
が
開
発
・
育
成
し

た
新
品
種
の
早
生
ナ
シ

「
但
馬
１
号
」
の
愛
称
で
、

「
幸
水
」
と
「
吉
香
」
を

交
配
し
て
生
ま
れ
た
青
ナ

シ
品
種
で
す
。

　

特
徴
は
「
芳
醇
な
香
り

と
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
上
品

な
甘
み
」「
み
ず
み
ず
し

く
な
め
ら
か
な
舌
ざ
わ

り
」「
芯
が
小
さ
く
、
食

べ
ら
れ
る
部
分
が
多
い
」

こ
と
で
す
。

　

こ
の
町
に
は
魚
や
米
、

梨
な
ど
お
い
し
い
食
べ
物

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

実
り
の
秋
、
食
欲
の
秋
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
木
）

幾
年
の
暮
ら
し
詰
ま
り
し
土
の
蔵
壊
さ
れ
ゆ
く
日
若
葉
雨
降

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
本 

道
代

朝
顔
が
空
を
つ
か
む
は
蔓
の
先
楽
し
い
ほ
ど
に
秋
の
青
空　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西 

弘

野
良
仕
事
休
む
言
い
訳
浮
か
ば
ず
に
空
を
見
て
い
た
十
二
の

私　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

幸
代

暑
き
夜
の
あ
け
し
墓
前
に
凛
と
咲
く
ゆ
り
谷
川
の
水
汲
み
し

と
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
西 

松
子

朝
ま
だ
き
も
う
開
き
い
る
砂
日
傘
足
の
先
の
み
見
え
隠
れ
し

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
田 
冨
美
代

云
い
た
い
こ
と
ぐ
っ
と
こ
ら
え
て
あ
あ
仕
方
が
な
い
男
は
だ

ま
っ
て
い
る
だ
け
で
よ
い　
　
　
　
　
　
　

滝
本 

正
直

父
母
も
兄
も
こ
の
世
に
す
で
に
な
く
八
十
路
の
君
と
手
を
と

り
歩
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
田 

和
代

将
来
は
介
護
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
言
ふ
少
年
は
含
羞
み
な

が
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田 

明
美

俯
く
な
空
を
見
上
げ
と
海
猫
は
飛
び
た
ち
て
ゆ
く
わ
が
視
線

連
れ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原 

町
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

　
　

◆
定
例
会　

（
香
住
区
中
央
公
民
館
）

　
　
　

毎
月
第
二
木
曜
日　

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

香
住
短
歌
会

高校生世代を中心とした香美町の魅力発信高校生世代を中心とした香美町の魅力発信 香美町インスタグラムフォトコンテスト2018香美町インスタグラムフォトコンテスト2018

●問い合わせ先　役場企画課・観光商工課神戸営業所

香美町公式インスタグラム

「@kamista_link」「@kamicho_kobe」「@kamista_link」「@kamicho_kobe」

　香美町公式インスタグラム「@kamista_link」（カ

ミスタリンク）は、昨年 7月に開催された高校生

議会（香住青年会議所主催）で提案のあった「若い

世代や外国人に対し、インスタグラムなどを使い、

町の情報発信をすること」を高校生世代が中心に発

信し、同世代に「香美町の魅力」に気づいてもらう

こと、また自らが「香美町の魅力」を発信すること

により、自分の町のことを自分事として考えられる

よう、開始しました。

　この名称は村岡高校の生徒に考えていただき、

「link（リンク）」とは、「つながる」という意味で、

町のインスタグラムを通

じて、町民はもちろん、

町出身者や町外の人とつ

ながることができること

を期待しています。

　皆さん、ぜひフォロー

をお願いします。

　「香美町」といえば松葉ガニや但馬牛に代表され

るように、「グルメの町」というイメージが強い町

です。　しかし、全域が山陰海岸ジオパークに属す

るなど広大な自然を有する本町には、人の心に訴え

かける力のある風景も数多くあります。

　そのような「香美町の美しい風景の魅力」を多く

の人へ伝えることを目的に「香美町インスタグラム

フォトコンテスト 2018」を開催します。

　本町の美しい風景の写真を

スマートフォンまたはカメラ

で撮影し、撮影者のインスタ

グラムアカウントで「#香美町

フォトコン 2018」とハッシュ

タグをつけて投稿してくださ

い。

　投稿していただいた作品を

本町の観光 PR に活用し、町内

外へ本町の魅力を発信します。
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行政区 氏名 性別 保護者 出生日

行政区 氏名 性別 死亡日

（平成 30 年 8 月 17 日現在、順不同）※ このコーナーは、7.21 ～ 8.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

※ このコーナーは、7.21 ～ 8.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

まちのうごき
（平成 30 年 8 月 1 日現在）

人　口 17,936 人　（－ 33）

男 8,550 人　（－ 21）

女 9,386 人　（－ 12）

世帯数 6,614 世帯（－ 9）

（　）内は前月比

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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7 月 27 日、役場本庁舎

7月 28日、香住文化会館

7月 22日、小代地域局

7月 27日、香住区中央公民館

インドネシア人漁業実習生表敬訪問 前田周助物語上映会

兵庫県 GAP 推進地区別研修会望遠鏡を作ってみよう

　望遠鏡を作って月をみてみようと香住天文館特別

講座「望遠鏡を作ってみよう」が開催されました。

　香住第二中学校の森垣良平先生を講師に迎え、参

加者は部品の組み立ての手順について説明を受け、

実際に望遠鏡を作った後、外で焦点を合わす練習な

どを行いました。

　阿瀬七
な な み

美さん（10 歳）は「自分で望遠鏡をつく

ることができて楽しかったです。遠くのものが近く

に見えてすごかった」と語ってくれました。

　本町の漁業技術を学び、母国の漁業の発展に役立

てようと、インドネシア人漁業技能実習生（第 4期）

が 7月 26 日に来日し、27 日、役場へ表敬訪問を

しました。

　今回来日した 7人の実習生は、但馬漁協の漁船

で 3年間の漁業実習に取り組みます。

　実習生のリヤンシャーさん（21 歳）は「日本の

漁業を学び、一人前の漁師になって、インドネシア

の漁業に役立てたいです」とあいさつをしました。

　旧美方町出身で但馬牛の原点を作った人物として

知られる「前田周助」の功績を描いた「幻の村芝居

・前田周助物語上映会」が開催されました。

　今回の映像は、制作された平成 4年に披露した

芝居で、「牛をかわいがって、感謝する心が大事」「日

本一の牛どころにしたい」など前田周助の牛に対す

る情熱が感じられました。

　主催のNPO法人 D・B・Cグループ峰鹿谷の井上

亀
か め お

夫さんは「この映像を残し、子どもたちに原風景

を想像してほしい」と語ってくれました。

　GAP（農業生産工程管理）についての理解を深め、

取組の推進を図ろうと「兵庫県 GAP 推進地区別研

修会」が開催されました。

　研修会では、兵庫県農業協同組合中央会営農振興

部の林謙
けん す け

介さんから GAP の概要や種類、取組の意

義などについて説明がありました。

　林さんは「GAP を取り組むことにより、効率的

かつ無駄のない生産の実現などのメリットがある。

取り組むべき項目を明文化し実践してほしい」と参

加者に説明をしました。

▲自分で作った望遠鏡で焦点を合わす練習をする参加者

▲実習生の皆さん（後列の 7人）と関係者の皆さん ▲平成 4年に披露された芝居の映像を見る来場者

▲ GAP の説明を受ける参加者
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8 月 6日、香住漁港東港

▲但州丸で水揚げされた魚の説明を受ける参加者 ▲村岡藩山名子ども大名行列の様子

▲来場者に熱く語る清水さん▲炎天下の中、熱戦を繰り広げる選手

8 月 13 日、今子浦運動場

8月 4日、村岡商店街

8月 5日、香住区中央公民館

少年少女水産教室 第 45 回村岡ふる里祭り

人権講演会香美町盆軟式野球大会

　地元の小学生などに漁業操業の体験を通じて地域

の産業である漁業や水産業について学んでもらおう

と「少年少女水産教室」が開催されました。

　参加者は香住高校の実習船「但州丸」に乗船し、

操舵室や厨室など船内の見学やトロール漁業で水揚

げされた魚の説明を受けました。

　中川聡
あ き と

人さん（10 歳）は「船の中は部屋がいっ

ぱいあってびっくりした。魚がいっぱい獲れてすご

かったです」と語ってくれました。

　盆休みを利用して、町民や帰省した町出身者が野

球を通じて親睦を深めようと「香美町盆軟式野球大

会」が開催されました。

　同級生や先輩後輩などで編成した 5チームが、

大きな声援の中、熱戦を繰り広げました。

　神戸市から帰省した香住区若松出身の竹中悠
ゆ う た ろ う

太郎

さんは「年に 1度の盆野球大会を楽しみに毎年帰

省しています。お祭りのようでとても楽しいです」

と語ってくれました。

　歩行者天国となった村岡商店街で「第 45回村岡

ふる里祭り」が開催されました。

　会場では、香美町商工会青年部によるご当地ヒー

ロー「香美超戦隊オジレンジャー GEO」ショーや

香美町とと活隊による出店などが行われました。

　メイン行事でもある「村岡藩山名子ども大名行列」

で殿様役を務めた伊澤遥
は る た

太さん（11 歳）は「すご

く緊張しました。想像以上に大変でしたが、最後ま

で頑張りました」と語ってくれました。

　人権が尊重される町を目指そうと平成30年度「人

権文化をすすめる町民運動」事業の一環として「人

権講演会」が開催されました。

　元読売テレビアナウンサーの清水健
けん

さんを講師に

迎え、「大切な人の『想い』とともに ～ 112 日間

のママ～」と題して講演が行われました。

　清水さんは「しんどいことはいっぱいある。けど

大丈夫。みんながいるから。一緒に頑張っていきま

しょう」と来場者に熱く語っていました。
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▲紅ズワイガニの競りの様子

▲身はジューシーで甘みのある紅ズワイガニ

　

「
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
」
は
、
関
西
で
は
香
住

漁
港
だ
け
で
水
揚
げ
さ
れ
、
上
質
な
も
の
は

「
香
住
ガ
ニ
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

松
葉
ガ
ニ
と
の
違
い
は
、
漁
獲
水
深
が
８

０
０
ｍ
〜
１
５
０
０
ｍ
と
深
く
、
殻
は
柔
ら

か
め
で
全
体
が
赤
く
、
身
は
ジ
ュ
ー
シ
ー
で

甘
み
が
あ
り
、
甲
羅
の
中
の
み
そ
は
苦
味
が

少
な
く
栄
養
が
豊
富
で
す
。

　

鮮
度
が
落
ち
る
の
が
早
い
の
で
、
ボ
イ
ル

し
て
あ
る
新
鮮
な
も
の
を
早
め
に
食
べ
て
い

た
だ
く
の
が
お
勧
め
で
す
。

　

漁
獲
方
法
は
、
底
引
き
網
の
松
葉
ガ
ニ
漁

と
は
違
い
、
カ
ニ
カ
ゴ
を
深
海
に
沈
め
て
仕

掛
け
、
傷
つ
か
な
い
よ
う
に
引
き
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
船
内
の
魚
槽
で
生
か
し
た
ま
ま
帰
港

し
、
上
質
な
カ
ニ
は
生
き
た
ま
ま
競
り
に
か

け
ら
れ
ま
す
。
な
の
で
鮮
度
抜
群
！
近
年
は

浜
相
場
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

資
源
保
護
の
た
め
、
カ
ニ
カ
ゴ
に
は
小
さ

い
カ
ニ
が
逃
げ
ら
れ
る
「
脱
出
リ
ン
グ
」
が

あ
り
、
成
長
し
た
カ
ニ
し
か
漁
獲
で
き
な
い

よ
う
に
工
夫
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
稚
ガ

ニ
を
保
護
す
る
た
め
、
水
深
１
７
０
０
ｍ
以

深
で
は
操
業
し
な
い
、
メ
ス
は
全
面
的
に
禁

漁
と
し
て
い
ま
す
。
漁
期
も
９
月
〜
翌
年
６

月
末
で
す
が
、
香
住
漁
港
で
は
５
月
末
ま
で

と
し
、
６
月
は
自
主
休
業
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
で
す
。

　

お
い
し
い「
香
住
ガ
ニ
」を
皆
さ
ん
に
知
っ

て
も
ら
う
目
的
で
、「
香
住
ガ
ニ
ま
つ
り
」

が
９
月
15
日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら
12
時
30

分
ま
で
香
住
漁
港
西
港
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ボ
イ
ル
ガ
ニ
・
焼
き
ガ
ニ
・
カ
ニ
汁
の
格

安
販
売
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

　

食
べ
過
ぎ
て
横
歩
き
に
な
ら
な
い
よ
う
に

ご
注
意
を
！

おさかな通信
香美町 魚

とと

の六…紅ズワイガニ

　皆さん、こんにちは！「香美町とと活隊」副隊長の今西康
や す き

喜です！

　私の家は水産加工業を営んでおり、魚介類を食べて育ちましたが、小さ

いころ、魚介類はあまり好きではありませんでした。「また魚かぇ…」「カニ食べるの、めん

どくせぇ」って思っていました。しかし都会に出て暮らすと、魚介類が恋しくなり、買おう

とするとビックリ！高値なのに鮮度が低い！そのため、地元に帰省する時は、新鮮な魚介類

を食べることが楽しみになりました。そして 24年前、家業を継ぐため柴山に帰ってきました。

　さて、今回は 9月に解禁されたばかりの「紅ズワイガニ」について、ご紹介します。

さ


